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※写真撮影のため一時的にマスクを外しています。
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  ＝広報の表紙写真（イラスト）を募集します＝
町内で撮影した写真を募集します。応募方法など
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【６月号締切５月９日（月）】
問い合わせ　企画公室秘書広報係（内線2008）

　日本は大きな社会変化があった明治維新以降、
近代化とともに、戦後は敗戦からの復旧・復興へ
の取り組みが功を奏し、大きく経済が成長し発展
してきました。とりわけ、少子高齢化や核家族化、
都市への人口集中などにより、社会構造が大きく
変わりました。画一的な教育から個性を伸ばし、
個人を尊重する社会となり、豊かで便利に暮らせ
る世の中となりました。
　その半面で、以前の日本社会が持っていた仕組
みである「家族ニーズより地域を優先する大家族
や地域社会などのセーフティネットの存在」がな
くなってしまいました。これまでは、福祉や教育
などの個別救済は大家族や村社会が担ってきた訳
ですが、時代の変化とともに、個人や家庭では解
決できなくなってきました。ひとり親になれば、
大家族の中で子育てをし、障害者がいれば家族で
守り、学歴がなくても一生懸命働けば普通に暮ら
していくことができる社会でした。
　時代の移り変わりとともに職業選択などの価値
観も変わり、人口減少や高学歴化の中で労働力不

足や一次産業などの後継者不足が深刻になってい
ます。さらには、ひとり親世帯や共働き世帯が増
え、世帯所得が伸び悩むなか、国民の所得格差が
拡大し、福祉や教育の分野でも以前より「公助」
が必要となっています。そう考えると、社会構造
の変化に「公助」が追い付いていないということ
を実感します。特に、子育て環境が深刻であり、
昔のように父親が働き、母親が子育てをするとい
う家庭は少なくなり、共働きで子育てをする家庭
が多くなりました。夫婦が抱える育児に対する精
神的・身体的・経済的負担、仕事との両立の困難
さから、子どもを産み育てるということが難しく
なり、少子化に拍車がかかっていると思われます。
少なくとも経済面での「公助」がないと、安心し
て子どもを産み育てられない状況であり、給食費
や医療費などの負担を減らすことは喫緊の課題で
す。子どもは親の持ち物ではありません。社会全
体で責任をもって子育てできる環境を作っていか
なければならないと思います。
　　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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町からのお知らせ

　

日
本
に
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、

飼
い
主
は
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
犬
の
登
録

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
て
か
ら

30
日
以
内
（
生
後
90
日
以
内
の
犬
は
生

後
１
２
０
日
以
内
）
に
申
請
を
し
て
、

鑑
札
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
は
生
涯
に
１
回
で
す
が
、

飼
い
主
や
住
所
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
は
届
出
が
必

要
で
す
。

◆
狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
の
飼
い
主
は
、
年
に
１
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
寄
り
の
実
施
場
所

で
予
防
注
射
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

料
金

・
登
録
料
金
（
鑑
札
交
付
を
含
む
）　

　

３
０
０
０
円
（
登
録
を
済
ま
せ
て
な

　

い
方
）

・
注
射
料
金
（
注
射
済
票
交
付
を
含
む
）

　

３
２
５
０
円
（
内
訳
：
注
射
代
２
７

　

０
０
円
、
注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
住
民
環
境
係

（
内
線
２
２
３
１
）

５月16日（月） ５月18日（水）

５月１９日（木）
５月17日（火）

 ９:30～ ９:40　中飯降地域交流センター
 ９:55～10:05　中飯降児童館
10:20～10:30　妙寺小学校前
10:45～10:55　丁ノ町地域交流センター
11:10～11:20　丁ノ町児童館
13:30～13:45　大谷公民館
14:00～14:10　かつらぎ体育センター
14:25～14:35　役場前駐車場

10:00～10:10　河南地域交流センター
10:25～10:35　四邑公民館
10:50～11:00　西渋田児童館
11:15～11:25　見好公民館
13:30～13:40　星山選果場
13:55～14:10　天野診療所
14:30～14:40　新城地域交流センター
15:00～15:15　（旧）志賀小学校
15:30～15:40　前田宅　付近（志賀）

13:00～16:00　花園地区
 ９:30～ ９:40　佐野ふれあい会館（笠田公民館佐野分館）
 ９:55～10:10　笠田駅前付近
10:25～10:35　笠田ふるさと交流館（笠田公民館）
10:50～11:05　笠田東児童館
11:20～11:30　新規作物・地域ブランド定着施設（笠田中）
13:30～13:40　萩原コミュニティーセンター
13:55～14:05　極楽寺（高田）
14:25～14:40　四郷地域交流センター（ともがき）
14:55～15:05　西方寺（東谷）

犬の登録および狂犬病予防注射日程表

● 犬の登録と予防注射について
令和４年度
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町からのお知らせ

　

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
以
外
に
も
農
林
業
に

係
る
各
種
の
補
助
、
支
援
制
度
や
事
業

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
「
農
林

業
補
助
事
業
一
覧
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
農
林
業
補
助
事
業
一
覧
」
冊
子

配
布
場
所

・
産
業
観
光
課

・
花
園
地
域
振
興
課
（
花
園
支
所
）

※
事
業
に
よ
り
申
請
期
限
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
補
助
金
は
事
前
申
請
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

　

水
田
に
お
い
て
、
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・

飼
料
用
米
な
ど
の
作
物
や
、
野
菜
な
ど

を
栽
培
し
販
売
す
る
農
家
に
、
対
象
面

積
や
作
目
に
応
じ
て
交
付
金
を
交
付
。

　

畑　

３
５
０
０
円

対
象

　

農
振
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
、
農

業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
活
動
組
織
を

設
立
し
、
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

を
目
的
に
農
用
地
・
水
路
・
農
道
な
ど

の
地
域
資
源
を
適
切
に
保
全
管
理
す
る

共
同
活
動
を
行
う
場
合
。

交
付
単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

【
農
地
維
持
支
払
】　

　

田　

３
０
０
０
円

　

畑　

２
０
０
０
円

【
資
源
向
上
支
払
（
共
同
活
動
）】

　

田　

２
４
０
０
円

　

畑　

１
４
４
０
円

【
資
源
向
上
支
払
（
長
寿
命
化
）】

　

田　

４
４
０
０
円

　

畑　

２
０
０
０
円

対
象

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
、
農

地
の
５
年
以
上
の
貸
借
も
し
く
は
売
買

の
手
続
き
を
行
い
、
５
ａ
以
上
の
遊
休

農
地
の
解
消
や
修
復
を
行
う
場
合
に
要

す
る
経
費
。

● 農業振興に関する補助金などについて

和
歌
山
版
遊
休
農
地
リ
フ
ォ
ー
ム
加

速
化
事
業
（
県
補
助
事
業
）

経
営
所
得
安
定
対
策

◆
経
営
発
展
支
援
事
業

対
象

　

令
和
４
年
度
に
農
業
経
営
を
開
始
す

る
独
立
就
農
時
の
年
齢
が
49
歳
以
下
の

認
定
新
規
就
農
者
。

補
助
額

　

機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入
に
要
す
る

費
用
（
上
限
５
０
０
〜
１
０
０
０
万
円
）

◆
経
営
開
始
資
金

対
象

　

独
立
就
農
時
の
年
齢
が
49
歳
以
下
の

認
定
新
規
就
農
者
。

補
助
額

　

経
営
開
始
１
〜
３
年
目　

１
５
０
万

円
／
年
（
最
長
３
年
）

※
そ
の
他
要
件
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
振
農
用
地
区

域
内
に
お
い
て
、
農
業
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
集
落
を
単
位
と
す
る
協
定
を
締

結
し
、
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
行
う
場
合
。

交
付
単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

【
急
傾
斜
地
】

　

田　

２
万
１
０
０
０
円

　

畑　

１
万
１
５
０
０
円

【
緩
傾
斜
地
】

　

田　

８
０
０
０
円

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

問い合わせ　産業観光課農業振興係（内線2101）・林業振興係（内線2102）

◆
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
国
補

助
事
業
）

対
象

　

慢
性
的
に
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
受
け

て
い
る
農
地
に
、
集
落
ぐ
る
み
（
受
益

農
家
が
３
戸
以
上
）
で
防
護
柵
を
新
た

に
設
置
（
自
力
施
工
）
す
る
場
合
。

補
助
額

　

資
材
費
相
当
分
を
定
額
補
助
（
上
限

単
価
あ
り
）

防
護
柵
補
助
金



　

道
の
駅
く
し
が
き
の
里
で
は
、
町
内

農
産
物
を
販
売
推
進
す
る
た
め
、
随
時

出
荷
者
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

出
荷
し
よ
う
と
思
う
方
は
、
道
の
駅
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
道
の
駅
く
し
が
き
の
里
（
☎
０
７
３

６
―
25
―
０
１
５
５
）

※
事
業
に
よ
り
申
請
期
限
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
補
助
金
は
事
前
申
請
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
射
撃
教
習
費
用
補
助

　
　
　
　
　
　

３
万
７
０
０
０
円
以
内

※
例
年
、
７
・
８
月
頃
に
実
施
す
る
講

習
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
都
振
興

局
農
業
水
産
振
興
課
（
☎
０
７
３
６
―

3
3
―
４
９
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金

対
象

　

有
識
者
が
、
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲

し
た
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ
ル
、

ア
ラ
イ
グ
マ
。

補
助
額　

捕
獲
鳥
獣
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
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町からのお知らせ

● 農業振興に関する補助金などについて

◆
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業

対
象

　

新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
お
よ
び
、

わ
な
免
許
を
取
得
す
る
場
合
。

補
助
額　

・
講
習
会
費
用
補
助　
　

１
万
円
以
内

狩
猟
免
許
・
捕
獲
補
助
金

町
内
農
産
物
等
の
販
売
推
進

◆
農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
（
県

補
助
事
業
）

対
象

　

農
業
者
の
団
体
で
農
地
に
電
気
柵
、

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
、
ト
タ
ン
な
ど
を

新
た
に
設
置
す
る
場
合
。
（
柵
を
設
置

す
る
農
地
は
２
戸
以
下
）

補
助
額

　

資
材
費
の
３
分
の
１
以
内
（
町
補
助

３
分
の
１
を
併
せ
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）

上
限
単
価

【
イ
ノ
シ
シ・シ
カ
用
】９
０
０
円
／
ｍ

【
サ
ル
用
】
２
０
０
０
円
／
ｍ

※
防
護
柵
補
助
金
に
つ
い
て
、
国
や
県

の
事
業
実
施
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、

要
望
調
査
の
受
付
期
間
に
手
続
が
必
要

で
す
。
令
和
５
年
度
の
要
望
調
査
は
、

令
和
４
年
７
月
頃
実
施
予
定
で
す
。

（
令
和
４
年
度
の
要
望
調
査
は
終
了
し

ま
し
た
）

※
そ
の
他
要
件
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認知症や介護の相談・情報交換・勉強会

毎月第３木曜  午後１時～３時
かつらぎ町地域福祉センター２階

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線6020）
かつらぎ町地域包括支援センター（☎22-2322）

※開催予定については、かつらぎ町地域包括支援
　センターへお問い合わせください。

日時・場所
「  認知症家族の会  」

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

問い合わせ

５／22(日)9:00～15:00

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

住民福祉課住民係(内線2065)
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町からのお知らせ

● し尿汲取り単価・
　 合併処理浄化槽の清掃料金統一
問い合わせ　環境課住民環境係（内線2230・2231）

　

４
月
１
日
か
ら
、
し
尿
汲
取
り
単
価

お
よ
び
合
併
処
理
浄
化
槽
清
掃
料
金
を

統
一
し
ま
す
。

◆
し
尿
汲
取
り
単
価

18
ℓ
あ
た
り
２
１
５
円

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
清
掃
料
金（
通
常

料
金
）

５
人
槽　

３
万
７
３
０
０
円

７
人
槽　

５
万
１
４
４
０
円

10
人
槽　

６
万
８
７
７
６
円

注
意
事
項

・
年
１
回
以
上
の
清
掃
を
し
て
い
る
浄

　

化
槽
は
通
常
料
金
で
す
が
、
未
清
掃

　

の
状
態
が
１
年
を
超
え
る
場
合
や
、

　

浄
化
槽
の
状
態
に
よ
り
加
算
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
清

　

掃
、
法
定
検
査
は
年
１
回
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
保
守
点
検
は
決
め
ら
れ
た
回

　

数
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
区
別
指
定
業
者

　

し
尿
汲
取
り
・
合
併
処
理
浄
化
槽
清

掃
作
業
は
、
町
が
許
可
し
た
業
者
し
か

作
業
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
区
別
に

指
定
業
者
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ地区

Ａ地区

Ｃ地区

Ａ地区担当：株式会社松本衛生
（☎22-3368・ファクス22-8888）

大字高田の一部 ・ 背ノ山 ・ 窪 ・ 移 ・ 萩原
笠田中 ・ 笠田東 ・ 佐野 ・ 広浦 ・ 宮本
平沼田の一部 ・ 広口 ・ 東谷 ・ 滝 ・ 平 
西渋田 ・ 島 ・ 東渋田 ・ 日高 ・ 星川 ・ 星山
御所 ・ 志賀 ・ 新城 ・ 上天野 ・ 神田 ・ 下天野

Ｂ地区担当：アップランド株式会社
（☎22-0062・ファクス22-1687）

大字丁ノ町 ・ 新田 ・ 妙寺 ・ 短野 ・ 大畑
西飯降 ・ 中飯降 ・ 平沼田の一部 ・ 高田の一部
寺尾 ・ 兄井 ・ 三谷 ・ 山崎 ・ 教良寺 ・ 大谷
大薮 ・ 蛭子 ・ 柏木

Ｃ地区担当：有限会社武田清掃
（☎0737-32-2391・ファクス0737-32-4459）

大字花園新子 ・ 花園池之窪 ・ 花園北寺
花園久木 ・ 花園中南 ・ 花園梁瀬
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町からのお知らせ

　

診
断
結
果
に
よ
り
耐
震
補
強（
建
替
）

設
計
、
耐
震
補
強（
建
替
）工
事
費
、
な

ら
び
に
耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
工
事
費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

申
込
書
配
布　

５
月
６
日（
金
）〜

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
開
始　

５
月
13
日（
金
）〜

※
令
和
４
年
度
の
各
実
施
件
数
に
到
達

次
第
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

※
郵
便
で
の
申
込
書
の
請
求
・
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
事
業

実
施
件
数　

18
戸
予
定（
先
着
順
）                                                                 

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

・
建
築
基
準
法
改
正
前
（
平
成
12
年
５

　

月
31
日
以
前
）
に
建
て
た
住
宅
。

・
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し

　

て
使
用
し
て
い
る
住
宅
。

・
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
が
２
０
０

　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
。

・
木
造
の
在
来
工
法（
軸
組
工
法
・
伝

　

統
的
工
法
）の
住
宅
。

・
町
内
に
所
在
す
る
一
般
木
造
住
宅
。

・
人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
。

診
断
費
用　

無
料

◆
住
宅
耐
震
設
計
・
改
修
工
事
費
補
助

実
施
件
数　

５
戸
予
定

※
申
込
者
が
募
集
戸
数
を
上
回
る
場
合

は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

対
象

　

町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、

耐
震
性
が
低
く
、
建
物
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
対
し
て
、

設
計
か
ら
一
連
で
実
施
す
る
耐
震
改
修

工
事
（
現
地
建
替
え
を
含
む
）。

※
申
請
前
に
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す

る
契
約
を
結
ぶ
と
補
助
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
も
の
に
限
り
補
助
可
能
で
す
。

補
助
金
額　

次
の
①
②
の
合
計
額

①
耐
震
改
修
工
事
費
の
40
％
の
額
（
上

　

限
50
万
円
）
。
※
設
計
費
用
除
く

②
耐
震
改
修
工
事
費
と
設
計
費
の
合
算

　

し
た
額
か
ら
①
の
額
を
減
じ
た
額　

　

（
上
限
66
万
６
０
０
０
円
）。

申
込
第
一
次
締
切　

５
月
23
日（
月
）

公
開
抽
選
予
定
日　

５
月
27
日（
金
）

※
申
込
数
が
募
集
戸
数
以
下
の
場
合
は
、

引
き
続
き
先
着
順
で
随
時
受
付
と
し
ま

す
。

◆
耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工

事
費
補
助

実
施
件
数　

１
戸
予
定（
先
着
順
）

対
象

　

町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
事
業
で
、

評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住

宅
に
居
住
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
町
が

指
定
す
る
耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
で
、
１
階
設
置

を
条
件
と
し
ま
す
。

※
申
請
前
に
工
事
を
行
な
う
と
補
助
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
も
の
に
限
り
補
助
可

能
で
す
。

補
助
金
額

　

耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内

の
額
（
上
限
１
戸
あ
た
り
26
万
６
０
０

０
円
）。

申
込
第
一
次
締
切　

７
月
29
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
高
齢
者
、
障

害
者
を
優
先
し
、
公
開
抽
選
の
上
、
補

助
し
ま
す
。
応
募
な
し
の
場
合
は
、
引

き
続
き
先
着
順
で
随
時
受
付
と
し
ま
す
。

申し込み・問い合わせ　企画公室建築契約係（内線2223）

● 住宅耐震診断事業および
　 耐震改修など補助事業のお知らせ
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● 不動産公売のお知らせ

５
７
１
番
地
１

　

家
屋
番
号　

１
５
７
０
番
１

　

種
類　
　
　

居
宅
・
物
置

　

構
造　
　
　

木
造
瓦
葺
２
階
建

　

床
面
積　
　

１
階
63
・
55
㎡　

　
　
　
　
　
　

２
階
87
・
99
㎡

附
属
建
物

　

種
類　
　
　

居
宅
・
物
置

　

構
造　
　
　

木
造
瓦
葺
２
階
建

　

床
面
積　
　

１
階
74
・
64
㎡　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
階
１
１
０
・
38
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　

一
筆
一
棟
一
括
の
公
売
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
か
つ
ら
ぎ
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
税
務
課
窓
口
に
「
公

売
財
産
の
明
細
」
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
公
売
参
加
に
必
要
な
も
の

・
公
売
保
証
金

・
印
章

・
収
入
印
紙
２
０
０
円
（
入
札
者
が
営

　

利
法
人
ま
た
は
個
人
で
営
業
者
の
場

　

合
）

・
運
転
免
許
証
（
法
人
の
場
合
は
商
業

　

登
記
簿
謄
本
も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
）

・
委
任
状
（
代
理
の
方
が
入
札
さ
れ
る

　

場
合
や
代
表
権
限
の
無
い
方
が
法
人

　

名
で
入
札
す
る
場
合
も
必
要
で
す
）

・
共
同
入
札
代
表
者
の
届
出
書
（
共
同

　

で
入
札
す
る
場
合
）

　

不
動
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
当
日
詳
細
な
手
続
き
を
説
明

し
ま
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
程　

５
月
31
日（
火
）
午
後
１
時

場
所　

和
歌
山
県
自
治
会
館
３
階
３
０

６
号
室（
和
歌
山
市
茶
屋
ノ
丁
２
―
１
）

公
売
方
法　

入
札

公
売
手
続
の
説
明　

午
後
１
時
〜

　

担
当
職
員
が
公
売
手
続
の
説
明
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
公
売
会
場
に
入

場
し
、
説
明
を
聞
い
た
上
で
入
札
し
て

く
だ
さ
い
。

保
証
金
納
付
期
限　

公
売
期
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
10
分

入
札
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時
20
分

開
札
時
刻　

午
後
２
時
20
分

◆
売
却
決
定
日
時　

６
月
21
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
買
受
代
金
納
付
期
限　

６
月
21
日

（
火
）午
前
11
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
公
売
財
産

⒈
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三

　

谷
字
上
シ
マ

　
　

地
番　

１
５
７
０
番
地
１

　
　

地
目　

宅
地

　
　

地
積　

３
５
９
・
31
㎡

⒉
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三

　

谷
字
上
シ
マ
１
５
７
０
番
地
１
、
１

・
陳
述
書
（
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ

　

と
の
陳
述
）

・
資
格
証
（
宅
地
建
物
取
引
業
者
又
は

　

債
権
回
収
業
の
営
業
許
可
を
受
け
て

　

い
る
方
は
、
そ
の
資
格
証
の
写
し
※

　

有
効
期
限
内
）

◆
注
意
事
項

・
公
売
財
産
の
明
細
を
確
認
の
上
、
入

　

札
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
落
札
し
た
方
は
、
上
記
の
買
受
代
金

　

納
付
期
限
ま
で
に
買
受
代
金
を
お
支

　

払
い
く
だ
さ
い
。

・
差
押
財
産
に
係
る
滞
納
町
税
が
納
付

　

さ
れ
た
場
合
な
ど
、
予
告
な
く
公
売

　

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

中
止
し
た
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
そ
の
旨
掲
載
し
ま
す
が
、
更
新
が

　

遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
新
の

　

情
報
は
、
徴
収
係
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　税務課徴収係（内線2041・2044）



● 

便
利
な
納
付
方
法
の
ご
案
内

● 

所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
に
つ
い
て

口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
指
定
預
貯
金

口
座
か
ら
振
替
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
口
座
振
替
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
「
町
税
等
口
座

振
替
申
込
書
」は
、
税
務
課
お
よ
び
指

定
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替

を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
口
座
届
印
を
押
印
の
上
、
指
定
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、

領
収
証
書
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
・
県
民
税
を
給
与
天
引
き
で
納
め
る

場
合

５
月
16
日（
月
）

町
・
県
民
税
を
給
与
天
引
き
以
外
の
方

法
で
納
め
る
場
合

６
月
13
日（
月
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド・イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
の
納
付

　

町
で
は
、
従
来
の
金
融
機
関
で
の
納

付
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
（
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）
で
納
付
が

可
能
で
す
。
詳
細
は
納
付
書
裏
面
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
・
２
０
４
４
）

　

令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
分
）
の
所

得
証
明
書
、
町
・
県
民
税
課
税
（
非
課

税
）
証
明
書
の
発
行
開
始
日
は
、
上
記

の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
・
２
０
４
４
）

● 軽自動車税（種別割）納税通知書の発送

　軽自動車税（種別割）は、４月１日を基準日と
して課税します。４月２日以降に廃車の手続き
をした車両は、令和４年度の軽自動車税（種別
割）を納める必要があります。
納付書発送日　５月10日（火）
納期限　５月31日（火）

両で、一定の要件を満たす場合、軽自動車税が減
免になりますので、申請期限までに申請してくださ
い。
※初めて申請する方は、事前に税務課へお問い合
わせください。
申請期限　５月31日（火）
※申請期限後の申請は、減免の対象になりませ
ん。
必要書類　手帳（身体障害者手帳・戦傷病者手
帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）、運転免
許証、納付書
申請・問い合わせ　税務課住民税係（内線2042・
2046）

◆軽自動車税納税証明書（継続車検用）の送付
　口座振替、スマートフォンアプリ、クレジットカー
ドやインターネットバンキングによる納付を利用し
た方への軽自動車税納税証明書（継続車検用）
は、6月中旬に発送を予定しています。
　発送までに継続検査（車検）を受ける方は、軽
自動車税（種別割）の引き落とし金額を記帳した
通帳または領収確認画面を保存したスマートフォ
ンを、税務課までお持ちください。

◆身体障害者等の減免申請
　身体障害者などの通学・通院などに使用する車
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● 
各
種
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

今
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
年

に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
受
診
券

は
４
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
健
康
推
進
課
衛
生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

集団健診

ヤング健診・ヤングミニドック健診

◆対象者
・各種がん検診：令和４年度40歳以上になる町民（前立腺がん検診は50歳以上）
・特定健診：令和４年度40歳～74歳の町民でかつらぎ町国民健康保険加入者
・後期特定健診：75歳以上の町民で後期高齢者医療の保険証をお持ちの方

◆実施日・場所　かつらぎ町保健福祉センター３階
　７月18日（月･祝）～23日（土）・26日（火）～30日（土）

◆申込方法
　お電話にて、お申し込みください。（受診希望日をお伝えください）

◆期限　５月31日（火）※当日申し込みはご遠慮ください。

◆実施日・場所
　６月25日（土）・26日（日）花園保健センター
　７月18日（月･祝）～23日（土）・26日（火）～30日（土）かつらぎ町保健福祉センター

◆申込方法・期限
　受診券に同封の「集団ミニドック健診申込書」に希望日および希望検診項目を
記入の上、返信用封筒でお申し込みください。
　健診日の約２週間前に、受付時間などの案内を郵送で送付します。

◆期限　５月31日（火）必着　※当日申し込みはご遠慮ください。

◆定員　胃および乳がん検診は１日に受診できる人数が限られています。定員に
　なり次第締め切りますので、第一希望日をお約束できない場合があります。
　胃がん検診・・・30人／日、　乳がん検診・・・20人／日

　令和４年度から医療機関健診、集団健診ともに対象となる方は
全ての健診が無料です。また、新型コロナウイルス感染症の感染
防止対策に努めています。安心して受診してください。

無　料　化　＆　安　心

ヤング健診
◆対象者　昭和58年４月２日～
　平成15年４月１日生まれ
◆検査項目　身体計測、血液検査、
　血圧測定、尿検査
◆定員　10名／日

ヤングミニドック健診
◆対象者　昭和58年４月２日～
　昭和63年４月１日生まれ

◆定員　５名／日

◆検査項目　身体計測、血液検査、
　血圧測定、尿検査、心電図、胃
（バリウム）、肺、大腸がん検診

19～39歳
の方は
こちら

40歳以上
の方は
こちら
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健康診査

歯科健康診査

◆対象者　　和歌山県後期高齢者医療保険被保険者

◆実施期間　６月１日（水）～令和５年２月28日（火）

◆実施場所　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

◆受診料　　無料

◆実施期間　６月１日（水）～令和５年２月28日（火）

◆実施場所　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

◆受診料　　無料

◆健診項目　問診、計測（身長・体重・BMI・血圧）、診察、血液検査（脂質・肝機能・
　　　　　　腎機能・糖代謝・尿酸・貧血など）、尿検査（糖・蛋白・潜血）
　※心電図検査は医師が必要と判断した方に実施します。
　※生活習慣病の治療などで定期的に医療機関を受診している方は、主治医にご相談ください。

◆健診項目　問診､口腔診断(歯の状態・歯周組織の状況・口腔衛生状況・噛み合わせ・口腔
　　　　　　乾燥・粘膜の異常)､口腔機能検査（噛む能力・舌機能・嚥下（飲み込み）機能）

◆対象者　　令和４年３月末で75歳・80歳・85歳および90歳以上の
　　　　　　和歌山県後期高齢者医療保険被保険者

問い合わせ　和歌山県後期高齢者医療広域連合（☎073-428-6688）

令和４年度
● 後期高齢者医療 および のご案内健康診査健康診査健康診査 歯科健康診査歯科健康診査歯科健康診査

実施医療機関に直接お問い合わせのうえ受診してください。
受診の際は、受診券・受診票と被保険者証を必ず持参してください。

　和歌山県後期高齢者医療広域連合では、生活習慣病の早期発見などを目的とし、被保険者の皆さ
まを対象とした健康診査および歯科健康診査を実施します。

　健康診査受診券および歯科健康診査受診券は、対象となる方に５月下旬に郵送さ
れます（受診券発行の申込みは必要ありません）。

75歳以上の
方はこちらも
ご覧ください

75歳以上の
方はこちらも
ご覧ください
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かつらぎアドバンス SC
トヨタカップ B リーグ４位

善行少年表彰

かつらぎ公園に遊具移設

　２月19日（土）・20日（日）、桃源郷運動
公園で開催された「和歌山トヨタカップ第
45回和歌山県小学校サッカーＢリーグ決
勝大会」に、かつらぎアドバンスＳＣが出
場しました。
　コロナ禍で練習が出来ない中、１カ月ぶ
りに選手が再会し挑んだ決勝大会。全力で
戦い抜き16チーム中、４位入賞の成績を
収めました。

　令和３年度は、町内から13人の児童・生徒
が表彰されました。かつらぎ警察署少年補導
員連絡会では、青少年健全育成の一環として、
かつらぎ警察署管内の小・中学校で、地域の
奉仕活動など他の模範となる行いのあった児
童・生徒を表彰しています。

　かつらぎ公園に、花園林間広場の遊具を
移設しました。
　ぜひ、遊びに来てください。

大会時の集合写真

受賞者　※写真左上から順・敬称略
①笠田中学校　松本遼希(３年）、西浦紗月(２年)
　　　　　　西浦ひなた(１年)
②妙寺中学校　中谷柚葉(３年）、山本龍聖(３年)
　　　　　　中井理菜(２年)
③笠田小学校　関本耕大(６年）、深本瑛仁(６年)
④妙寺小学校　三浦妃夏(６年）、粉生朔茉(６年)
⑤渋田小学校　橋谷萌桃(６年)
⑥大谷小学校　中谷桃子(６年)
⑦梁瀬小学校　西　智弘(６年)

まちのわだいまちのわだいまちのわだい
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町からのお知らせ

令和４年度かつらぎ町役場
●新規採用職員紹介

　４月１日（金）付で新規採用職員になった職員を紹
介します。これから皆さんと接する機会があると思
いますので、ぜひ顔と名前を憶えてください。

皆さま、よろしくお願いします！

❶建設課 工務係
妹背　正嗣

　わからないことが多々ありますが、早く
仕事を覚え皆さまに恩返しできるようにが
んばります！よろしくお願いします。

❷生涯学習課 スポーツ振興係
坂口　祥

　分からないことだらけですが、とにかく
明るく元気に頑張りますのでどうぞよろし
くお願いします！

❸税務課 固定資産税係
小久保　有登

　先輩方の姿勢を見習い、地域の皆さんに
信頼していただける職員を目指して、誠実
に日々の業務を頑張ります。

❹住民福祉課 福祉係
前東　慶祐

　趣味は野球観戦でよくテレビ等で野球を
見たりします。町民の皆様に気持ちの良い
対応ができるよう努めます。

❺教育総務課 指導係（公認心理士）
門阪　泰憲

　お子様や保護者の方々の気持ちに寄り添
いながら、適切な心理支援が提供できるよ
うに頑張りたいと思います。

❻健康推進課 衛生係（保健師）
澤田　梨紗

　2人の子供たちと思いっきり遊ぶのが好
きです。相手の立場に立って考え、行動で
きる保健師になりたいと思います。

❼健康推進課 保険年金係
井上　聡子

　かつらぎ町で生まれ育ちました。趣味は
音楽鑑賞です。町民の方に寄り添った職員
になれるよう努力を続けていきます。

❽税務課 住民税係
山本　果奈

　犬が好きです。税についての知識を深め、
信頼される職員になれるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

❾健康推進課 衛生係（保健師）
坂口　多恵

　好きなことはイラストをかくことです！
町民の皆様の健康を守れるよう精一杯頑張
りますので、よろしくお願いします！

❶　　　　　　　❷　　　　　　❸　　　　　　❹　　　　　　❺

❻　　　　　　　❼　　　　　　　❽　　　　　　　　 ❾



● ５月12日（木）は「民生委員・児童委員の日」

全国民生委員児童委員連合会では、５月12日を「民生委員・児童委員の日」と定めています！

　民生委員・児童委員は、民生委員法により厚
生労働大臣から委嘱を受けた民間の奉仕者で、
児童福祉法により児童委員を兼ね、担当する地
域において右記のような役割を担っています。

　町では72人の民生委員・児童委員と、３人の
主任児童委員（児童福祉に関する事項を専門的
に指導・助言）が、地域福祉向上のために活躍
しています。
　両者は、相談を受けた内容などについて、秘
密を守ることが義務付けられています。福祉に
関してお困りのことがありましたら、お気軽に
ご相談ください。

民生委員・児童委員の活動内容

◇福祉に関する要望や問題点の把握
◇福祉に関する悩み事や心配事の相談に対す
　る助言
◇福祉サービスの情報の提供、周知
◇役場、児童相談所などの関係行政機関への
　パイプ役
◇児童の健全育成などの福祉施策について、
　地域住民の立場での意見提出およびその充
　実

問い合わせ　住民福祉課福祉係（内線2067）
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● 

子
育
て
短
期
支
援
事
業

● 

町
内
清
掃
土
砂
類
の
受
入

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
保
護

者
が
疾
病
や
災
害
、
冠
婚
葬
祭
、
失
踪

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
家
庭
に
お
け
る

児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
お
い

て
一
定
期
間
、
養
育
お
よ
び
保
護
を
し

ま
す
。

※
制
度
を
受
け
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　

児
童
を
家
庭
で
養
育
す
る
こ
と
が
一

時
的
に
困
難
な
と
き
や
、
緊
急
一
時
的

に
母
子
が
保
護
を
必
要
と
す
る
場
合
な

　

町
内
清
掃
の
時
期
を
迎
え
、
生
活
排

水
路
に
係
る
土
砂
類
の
処
理
が
困
難
な

場
合
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
に
一

時
的
に
仮
置
用
地
を
設
置
し
ま
す
。

期
日　

６
月
26
日（
日
）

※
受
け
入
れ
は
土
砂
類
に
限
り
ま
す
。

カ
ン
・
ビ
ン
類
、
草
木
竹
類
、
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
に
、
一
定
期
間
宿
泊
し
て
お
預
か
り

す
る
制
度
で
す
。

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

平
日
の
夜
間
ま
た
は
休
日
に
不
在
と
な

り
、
児
童
を
家
庭
で
養
育
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
お
預
か

り
し
、
夕
食
や
入
浴
な
ど
の
世
話
を
す

る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
３
）

※
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。
相
談
は
、

自
治
区
・
町
内
会
単
位
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
運
搬
車
両
に
対
し
一
部
補
助
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
生
活
環
境
係

（
内
線
２
２
３
１
）
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くらしの情報  INFO
《
町
長
部
局
》

▽
建
設
課
副
主
査　

岡
田
亮
介

《
教
育
委
員
会
》

▽
教
育
次
長　

和
田
晋
一

職 

員 

人 

事

退
職
（
３
月
31
日
付
）

《
町
長
部
局
》（　

）は
前
職

◆
会
計
課

▽
課
長　

山
本
和
子
（
教
育
総
務
課
長

補
佐
）▽
主
査　

岡
野
秀
紀（
地
籍
調
査

室
主
査
）

◆
企
画
公
室

▽
室
長
補
佐　

齊
藤
弘
一
（
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
長
）▽
副
主
幹〈
建
築
担

当
〉　

木
村
康
宏
（
建
設
課
建
築
係
長
）

▽
政
策
調
整
係
長　

尾
鼻
嘉
浩
（
危
機

管
理
課
消
防
係
長
）▽
秘
書
広
報
係
長

　
小
高
陽
子
（
同
秘
書
係
長
）▽
建
築
契

約
係
長　

塩
谷
和
久
（
同
管
財
契
約
係

長
）▽
地
方
創
生
係
長　

田
中
将
彦（
同

主
査
）▽
主
任　

林
亮
英（
同
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
長
）▽
主
査　

中
﨑
善
子（
総

務
課
主
査
）▽
主
査　

木
村
明
宏（
建
設

異
動
（
４
月
１
日
付
）

課
副
主
査
）▽
主
事　

笹
井
俊
宏（
税
務

課
主
事
）

◆
危
機
管
理
課

▽
消
防
係
長　

大
宅
一
弘（
同
主
査
）▽

防
災
係
長　

中
宣
行（
建
設
課
主
査
）▽

主
査　

井
本
嘉
宏 （
生
涯
学
習
課
主
査
）

◆
管
財
情
報
課

▽
課
長　

中
畑
匡
博
（
企
画
公
室
長
補

佐
）▽
課
長
補
佐　

木
村
直
也（
建
設
課

事
務
係
長
）▽
管
財
係
長　

山
下
晃
司

（
産
業
観
光
課
林
業
振
興
係
長
）▽
住
宅

係
長　

中
伸
次（
税
務
課
主
査
）▽
情
報

推
進
係
長　

木
村
武
司
（
企
画
公
室
情

報
推
進
係
長
）▽
主
任　

木
村
倍
美（
企

画
公
室
主
任
）▽
主
査　

澤
田
久
美
子

（
企
画
公
室
主
査
）▽
主
査　

中
前
由
美

（
建
設
課
主
査
）▽
主
査　

中
尾
圭
佑

（
企
画
公
室
副
主
査
）

◆
環
境
課

▽
課
長　

九
保
秀
康（
住
民
福
祉
課
長
）

▽
課
長
補
佐　

溝
口
善
之
（
花
園
地
域

振
興
課
長
補
佐
）▽
住
民
環
境
係
長　

奥
田
幸
宏
（
住
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

長
）▽
環
境
政
策
係
長　

森
康
晴（
和
歌

山
県
下
水
道
公
社
派
遣
）▽
主
任　

東

山
佳
央（
総
務
課
付
主
任
）▽
主
査　

柴

田
美
紀（
生
涯
学
習
課
主
査
）▽
主
査　

上
田
剛
永（
住
民
福
祉
課
主
査
）

◆
住
民
福
祉
課

▽
課
長
兼
住
民
相
談
員　

木
村
敬
（
生

涯
学
習
課
長
） 

▽
主
査  

森
田
淳
子 

（
健
康
推
進
課
主
査
）▽
主
査　

向
ゆ
き

（
生
涯
学
習
課
主
査
）▽
主
事　

前
東
慶

祐（
新
規
採
用
）

◆
健
康
推
進
課

▽
副
主
幹
〈
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
担
当
〉　

松
井
淨
治（
同
衛
生
係
長
）

衛
生
係
長　

林
真
千
代（
同
主
任
）▽
主

査　

船
井
香
里（
企
画
公
室
主
査
）▽
保

健
師 

澤
田
梨
紗
（
新
規
採
用
）
保
健

師　

坂
口
多
恵（
新
規
採
用
）▽
主
事　

井
上
聡
子（
新
規
採
用
）

◆
税
務
課

▽
主
幹〈
地
籍
調
査
担
当
〉　

西
川
義
彦

（
地
籍
調
査
室
長
）▽
地
籍
調
査
係
長　

阪
口
史
朗
（
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係

長
）▽
主
任　

木
下
良
典（
地
籍
調
査
室

主
任
）▽
主
任　

中
岡
樹
識（
地
籍
調
査

室
主
任
）▽
副
主
査　

曽
和
万
柚
子（
住

民
福
祉
課
副
主
査
）▽
主
事　

小
久
保

有
登（
新
規
採
用
）▽
主
事　

山
本
果
奈

（
新
規
採
用
）

◆
産
業
観
光
課

▽
林
業
振
興
係
長　

宇
都
宮
良
太
（
健

康
推
進
課
主
査
）▽
主
任　

青
山
晃
久

（
住
民
福
祉
課
主
任
）▽
主
査　

上
田
芳

嵩（
健
康
推
進
課
主
査
）▽
主
査　

森
下

慶
一（
建
設
課
主
査
）

◆
建
設
課

▽
総
務
係
長　

阪
中
敬
典（
同
主
査
）▽

主
査　

森
本
耕
司（
産
業
観
光
課
主
査
）

▽
主
事　

妹
背
正
嗣（
新
規
採
用
）

◆
上
下
水
道
課

▽
総
務
係
長　

北
山
敏（
同
事
務
係
長
）

◆
花
園
地
域
振
興
課

▽
課
長　

森
𦚰
市
郎
（
住
民
福
祉
課
主

幹
〈
生
活
環
境
・
住
民
相
談
担
当
〉）▽

課
長
補
佐　

小
林
理
恵
（
同
副
主
幹
兼

地
域
振
興
係
長
）▽
地
域
振
興
係
長　

岡
め
ぐ
み（
教
育
総
務
課
子
育
て
係
長
）

《
議
会
事
務
局
》

▽
参
事
兼
局
長　

女
良
畑
政
幸
（
同
局

長
）

《
教
育
委
員
会
》

◆
教
育
次
長

▽
亀
田
昌
幸（
会
計
課
長
）

◆
教
育
総
務
課

▽
副
主
幹〈
家
庭
児
童
相
談
担
当
〉　

松

本
肇（
同
主
任〈
家
庭
児
童
相
談
担
当
〉）

▽
課
長
補
佐　

海
野
恭
弘
（
同
総
務
係

長
）▽
総
務
係
長　

西
岡
純
生
（
同
主

任
）▽
子
育
て
係
長　

岡
村
英
子（
生
涯

学
習
課
主
査
）▽
副
主
査　

坂
上
弘
祐

（
税
務
課
副
主
査
）▽
副
主
任
公
認
心
理

師　

門
阪
泰
憲（
新
規
採
用
）

◆
生
涯
学
習
課

▽
課
長　

草
田
恒
弘
（
花
園
地
域
振
興

課
長
）▽
主
任　

坂
田
学（
地
籍
調
査
室

主
任
）▽
社
会
教
育
係
長　

山
本
亜
紀

子
（
同
主
査
）▽
主
査　

井
端
真
理
（
産

業
観
光
課
主
査
）▽
主
査　

東
詩
乃（
住

民
福
祉
課
主
査
）▽
主
査　

平
岡
政
芳

（
総
務
課
付
主
査
）▽
主
事　

坂
口
祥

（
新
規
採
用
）

《
和
歌
山
県
下
水
道
公
社
派
遣
》

▽
北
山
隆
祥
（
建
設
課
住
宅
係
長
）
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INFO  くらしの情報

・
応
募
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報

　

は
、
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
決
定
者
の
氏
名
な
ど
は
公
表
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

・
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
謝
金
な

　

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
活
動
に
よ
り
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら

　

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
治

　

目
的
・
営
利
目
的
・
宗
教
目
的
に
利

　

用
・
活
動
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
活
動
期
間
は
１
年
間
で
、
令
和
５
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
地
方

創
生
係
（
内
線
２
２
１
１
）

川
管
理
課
（
☎
０
７
３
―
４
０
２
―
０
２

６
７
）

　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
未

就
学
児
を
対
象
と
し
た
親
子
で
楽
し
め

る
幼
児
体
操
教
室
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
29
日（
日
）
午
前
10
時
〜
11

時
（
約
１
時
間
）

場
所　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
内
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

講
師　

健
康
運
動
指
導
士
西
風
幸
一
氏

参
加
料　

無
料

対
象　

未
就
学
児
（
２
〜
４
歳
児
）
※

親
子
で
参
加
。

定
員　

20
名
程
度
（
先
着
順
）

受
付　

５
月
２
日（
月
）
か
ら
受
付
開

始
（
電
話
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎
22
―
０
３
０
３・内
線
３
０

１
８
）・
西
部
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
☎
22
―
８
９
５
２
）

　

町
で
は
、
町
政
に
対
し
て
固
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
に
よ
る

ア
イ
デ
ア
の
提
案
や
行
政
課
題
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め

に
、
45
歳
以
下
の
中
堅
・
若
手
職
員
か

ら
な
る
「
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
組
織
し
、
平
成
20

年
度
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
活

動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
の
方
（
４
月
１

日
現
在
で
45
歳
未
満
の
方
）

募
集
期
間　

５
月
２
日（
月
）〜
13
日

（
金
）

そ
の
他

　

４
月
１
日
か
ら
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
再
稼
働
し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
・
建
設
課
・
税
務
課
地
籍

調
査
係
に
お
越
し
の
際
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

防
災
セ
ン
タ
ー 

エ
レ
ベ
ー
タ

ー
再
稼
働

お 
知 
ら 
せ

幼
児
体
操
教
室
の
開
催

募　

集

《
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
派
遣
》

▽
大
植
貴
裕
（
健
康
推
進
課
主
査
兼
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
）

『
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
』
メ
ン
バ
ー
募
集

　

河
川
を
見
守
り
、
日
常
生
活
で
知
り

得
た
情
報
を
河
川
管
理
者
に
定
期
報
告

（
月
１
回
以
上
）
す
る
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日（
金
）
か
ら
１
年
間

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
紀
の
川
付
近

に
住
む
20
歳
以
上
の
方

対
象
河
川　

紀
の
川

手
当　

月
額
４
５
８
０
円
予
定

募
集
人
員　

県
内
で
若
干
名

応
募
締
切　

６
月
１
日（
水
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
近
畿

地
方
整
備
局
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所
河

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

問い合わせ　和歌山地方法務局橋本支局 （☎0736-32-0206）

●終活のために、家族のために！
　自筆証書遺言書保管制度のご利用を！
　あなたの遺言書、法務局（国）が守ります。

相続人以外に財産を
譲りたい人がいる。

自分が亡くなっ
た後、残された
家族が財産で争
わないようにし
たい。

いつ、何が起
こるかわから
ないから万が
一のために備
えたい。

不動産を相続人の共有でなく、
相続人の一人に相続させたい。

お世話になっている
人に財産を残したい。
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相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

5/9㈪、23㈪

5/11㈬

5/6㈮、20㈮

月～金曜（祝日除く）

①5/2㈪
②5/10㈫
③5/17㈫
④5/24㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①5/10㈫
②5/17㈫
③5/11㈬、25㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域
　　交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-5222

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリ
や健康体操の方法など
でお悩みの方

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜(祝日除く）
5/9㈪11:30～ウォーキング
5/27㈮女性相談

5/11㈬※要電話予約

相 談 窓 口

有　

料　

広　

告

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

納期限
５月31日（火）

● 軽自動車税　　　　　　

● 町外固定資産税　  全期･第1期

町税などの納付は便利で確実な
口座振替をご利用ください。
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PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
５月の休館日

2・9・16・23・30日

開館 9:00～17:00
☎22-0303

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」。
子
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
本
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を

読
む
場
所
を
と
の
願
い
か
ら
昭
和
34
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
本

を
読
む
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も
に

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

・
絵
本

ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
に

　
　

ダ
イ
ア
ン
・
ホ
フ
マ
イ
ア
ー（
文
）

　
　
　
　

ジ
ェ
シ
ー
・
ホ
ジ
ス
ン（
絵
）

こ
ん
に
ち
は
！
わ
た
し
の
え

　
　
　
　
　
　
　

は
た　

こ
う
し
ろ
う

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間

・
読
み
物

区
立
あ
た
ま
の
て
っ
ぺ
ん
小
学
校

　

 

間
部 

香
代（
作
）　

田
中 

六
大（
絵
）

お
い
で
、
ア
ラ
ス
カ
！

　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ナ
・
ウ
ォ
ル
ツ

・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

虫
の
し
わ
ざ
図
鑑　
　
　
　

新
開　

孝

自
分
の
力
で
肉
を
獲
る　

千
松　

信
也

お
す
す
め
図
書

本
っ
て
き
く
も
の
？
よ
む

も
の
？

「レッツもよみます」
ひこ・田中（作）

ヨシタケ　シンスケ（絵）

児童書

真
面
目
で
不
器
用
な
人
た

ち
の
物
語
。

一般書

「砂嵐に星屑」
一穂　ミチ（著）

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
最
高
傑

作
。
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
文

学
大
賞
新
人
賞
受
賞
。

一般書

「クラウドの城」
大谷　睦（著）

４
人
の
直
木
賞
作
家
が
、

Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
と
コ
ラ

ボ
。

一般書

「はじめての」
島本　理生ほか（著）

様
々
な
「
大
ピ
ン
チ
」
の
対

処
法
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
紹
介
。

「大ピンチずかん」
鈴木　のりたけ（作）

児童書
植
物
の
神
様
と
い
わ
れ
た

牧
野
富
太
郎
の
人
物
伝
。

「牧野富太郎」
横山　充男（著）
ウチダ　ヒロコ（絵）

児童書

●
一
般
書

高
望
の
大
刀　
　
　
　
　

夜
弦　

雅
也

奔
流
の
海　
　
　
　
　
　
　

伊
岡　

瞬

な
い
も
の
ね
だ
る
な　

阿
川　

佐
和
子

人
は
聞
き
方
が
９
割　
　

永
松　

茂
久

一
生
使
え
る
サ
イ
ズ
事
典
住
宅
の
リ
ア

ル
寸
法　
　
　
　
　

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

朝
ラ
ク
！
ス
ポ
ー
ツ
部
活
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
島　

亜
紀

●
児
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一輪挿しと、お誕
生日冠の完成見本
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５月のスケジュール
5/6・13（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：保健福祉センター１階
　　　問い合わせ　内線 6013

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　子育て支援センターで
は、５月の楽しいイベン
トを企画しています。お
花紙で作るかわいいカー
ネーションや、お誕生日
の冠を一緒に作ってみま
せんか。(製作は途中ま
で下準備していますので
簡単にできます)
　これからも、新型コロ
ナウイルス感染症の感染
予防対策を徹底しながら、
皆さまに気軽に楽しんで
もらえる場を提供してい
きますので、ぜひ遊びに
来てください。

5/12（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容「一輪挿しをつくろう」
定員：６人　要予約：4/28(木)～

5/25（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容「お誕生日のかんむりを作ろう！」
定員：６人　※要予約 5/11(水)～

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

文
芸
の
窓

短　

歌

新
聞
を
解
け
ば
あ
ら
は
る
水
仙
花
友
持
ち
く
れ
し
春
匂
ひ
立
つ 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
い
く
子

わ
が
畑
に
若
き
雄
雉
の
凛
と
立
ち
冷
気
引
き
裂
く
鋭
声
発
せ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

召
子

遠
峯
の
雪
し
ら
じ
ら
と
残
り
い
て
山
肌
そ
む
る
寒
の
夕
映
え　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
　

和
子

わ
が
猫
は
毛
を
ま
き
散
ら
し
餌
を
食
ら
い
悠
々
と
し
て
生
き
延

び
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
宝　

教
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

俳　

句

休
日
の
看
護
学
校
花
の
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

ゑ
み

早
起
き
の
耳
へ
褒
美
の
初
音
か
な　
　
　
　
　
　

北
村　
　

薫

色
淡
き
紙
に
包
ま
れ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　
　
　

南　

ト
キ
子

椿
揺
る
る
は
鵯
を
誘
ひ
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　

冨
加
見
由
紀
子

春
の
泥
踏
ん
で
第
一
反
抗
期　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

晴
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
銀
河
句
会
）

5/16（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの
場です。
内容「ベビーマッサージ」
定員：６組　要予約：5/2(月)～

ひ
よ
ど
り

と

え
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５ 月 保健カレンダー

　妊娠中から子育て期に関する相談
に応じます。保健師が常駐しており
ますので、お気軽にご利用ください。
　時間　8:30～17:15
　場所　保健福祉センター２階

問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放を利用する方
は、事前予約をお願いします。自宅で検温をした後、ご来園くだ
さい。大人はマスク着用をお願いします。予定を変更する場合が
あります。町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代
　包括支援センター
　（SUKU²）

● 園庭開放

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）・佐野こども園（☎22-6260）
　　　　　　聖心幼稚園（☎22-1336）

日程 時間 場所
5/10（第2火曜）
5/17（第３火曜）
5/20（第３金曜）

三谷こども園
佐野こども園
聖心幼稚園

9:30～10:30
9:30～10:30
9:30～11:00

場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

５/31㈫

５/17㈫

５/13㈮
６/10㈮

５/10㈫

５/6㈮

５/11㈬
     ５/18㈬

６/1㈬

５/12㈭
６/9㈭
５/2㈪
６/6㈪

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和３年11月生まれ

令和４年１・２月生まれ
令和３年11・12月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

令和３年10・11月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和３年10月生まれ

令和３年５月生まれ
令和３年６月生まれ

令和３年６月生まれ
令和３年７月生まれ
令和２年３月生まれ
令和２年４月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診

子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容等を変
　更する場合があります。その際は対象者に個別に通知
　します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮ください。
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こんにちは

４月13日の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

ゆいとちゃん

かつらぎ町の人口
（３月末日現在）

16,055人（前月比－45人）　男 7,607人　女 8,448人　世帯数 7,130世帯
出生 4人　死亡 26人　転入 63人　転出 86人
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全国中学ビブリオバトル決勝大会

令和３年度

準グランドチャンプ本獲得

県消防功労者定例表彰伝達式

　３月20日（日）、昭和女子大学（東京都世田
谷区）にて、「第５回全国中学ビブリオバトル
決勝大会」が開催され、県代表として出場し
た松下幸太郎さん（受賞当時笠田中学３年）
が紹介した「逆ソクラテス（伊坂幸太郎著）」
が準グランドチャンプ本に選ばれました。
この大会は、中学生がお気に入りの本を紹介
し、聴衆の投票で一番読みたくなった本を決
定します。府県大会の優勝者など計13人が出
場しました。

　ビブリオバトルを通し、たくさんの本に
出会えたので、いい経験になりました。ま
た、人前で話すことにも慣れることができ
たので良かったです。

　３月30日（水）、防災センターにて、「令和３
年度和歌山県消防功労者定例表彰伝達式」を
行い、消防団活動に功績のあった次の方々へ
表彰伝達を行いました。《敬称略》

松下さんからひとこと

第４分団　団員　山本　重郎（左から２番目）
第５分団　団員　竹谷　英孝（左から７番目）
第８分団　団員　小林　幸生（左から１番目）

◆日本消防協会会長表彰　勤続章（30年）

◆和歌山県知事感謝状（退職消防団長）
前団長　田村　公一（左から５番目）

◆消防庁長官表彰　永年勤続功労章
団長　木多浦　均　（左から３番目）

◆和歌山県知事表彰　永年勤続功労章
副団長　宮本　暑夫（左から６番目）

くうちゃん

おとちゃん
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